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概要 

ナルコレプシー当事者への公的支援に関する議論に役立つようなエビデンスを創出する 

べく本研究を進めてきた。その研究成果を国際学会で発表し、国際雑誌に掲載された 1)。 

Reporting guideline である STROBE 2)と RECORD 3)のチェックリストをもとに論文の内

容を批判的に見直し、博士論文に向けた今後の改善点について議論した。 
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